
障害のある
新卒大学生の採用
～インターンシップによる丁寧なマッチング～

NPO法人ジョブコーチ・ネットワーク
東京ロータリークラブ・チャレンジ110
みんないきいきプロジェクト

令和7年度 第1回企業内ジョブコーチ交流セミナー

会 場：大妻女子大学・千代田キャンパスＥ棟 Ｅ４５６

オンライン同時配信

日 時：令和８年１月１６日（金）
１４：００～１７：００ （会場受付開始１３：３０）



SCHEDULE

• 14:00 ～ 14:10 開会の挨拶及び趣旨説明

• 14:10 ～ 14:40 MS&ADアビリティワークス 遠藤氏

• 14:45 ～ 15:15 大妻女子大学 若尾氏

• 15:15 ～ 15:25 休憩

• 15:25 ～ 16:10 会場より登壇者への質問及びディスカッション

• 16:10 ～ 16:45 グループディスカッション

• 16:45 ～ 17:00 全体のまとめ



障がいのある学生向けインターンシップ

～大学と連携した学生と企業の丁寧なマッチングを目指して～

※本資料の無断使用・転載を禁じます

NPO法人ジョブコーチ・ネットワーク主催
東京ロータリークラブ「みんないきいきプロジェクト」

令和7年度 第1回企業内ジョブコーチ交流セミナー

本日の内容

1

１．MS&ADアビリティワークス会社概要

２．障がいのある学生向けインターンシップ取組

３．まとめ

＜自己紹介＞
MS&ADアビリティワークス いきいき活躍推進室長 遠藤貴子
企業人事、ハローワーク、障害者職業センター勤務を経て2019年入社
自社の採用・人財教育およびグループ各社への障がい者採用・雇用支援を統括
東京都「精神障害者就労定着連携促進事業」事務局メンバー

＜本資料内の障害表記について＞
当社グループでは法令、制度名等の固有名詞以外は
原則「障がい」という表記を用いています。
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１．MS&ADアビリティワークス会社概要

MS＆ADインシュアランスグループ

三井住友海上 あいおいニッセイ同和損保 三井ダイレクト損保

三井住友海上あいおい生命 三井住友海上プライマリー生命

直接出資する関連事業子会社（抜粋）

MS&AD事務サービス

MS&ADスタッフサービス MS&ADシステムズ

MS&ADアビリティワークス

MS&ADベンチャーズ

MS&ADインターリスク総研

MS&ADグランアシスタンス

3

MS&ADビジネスサポート

＊青枠の3社と当社の障がい者雇用率を合算
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三井住友海上 あいおいニッセイ同和損保 三井ダイレクト損保

三井住友海上あいおい生命 三井住友海上プライマリー生命

直接出資する関連事業子会社（抜粋）

MS&AD事務サービス

MS&ADスタッフサービス MS&ADシステムズ

MS&ADアビリティワークス

MS&ADベンチャーズ

MS&ADインターリスク総研

MS&ADグランアシスタンス

MS&ADビジネスサポート

MS&ADグループ障がい者雇用取組

約1,200名MS&ADグループ全体
障がい者雇用数

●MS&ADグループ雇用率2.71％※

●｢グループの障がい者雇用の目指す姿」の
実現に向けた雇用拡大取組

●法定雇用率は自社自立達成が基本方針

※2024年6月時点＊青枠の3社と当社の障がい者雇用率を合算

5

MS&ADアビリティワークス概要

2018年6月1日MS＆ADグループの「特例子会社」として設立
目的：グループの障がい者雇用をリード＆サポート、共生社会の実現を目指す

設立日

東京都中央区新川所在地

53名（保険会社出向者8名、マネージャー※11名、障がいのある社員34名）
※公認心理師、社会福祉士、精神保健福祉士、キャリアコンサルタント、ジョブコーチ等

障がい者雇用の知見・スキルのある専門人財 2025年6月時点

社員数

・グループ各社の障がい者雇用支援 ・グループ各社からの保険関連受託業務
・リワーク ・障がいのある学生/大学教職員向け就労支援サポート
・地域企業への障がい者雇用支援

事業内容
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雇用状況データ

障害者手帳種別

精神保健福祉手帳29名、療育手帳5名

●障がいのある社員34名の障がい内訳は

●障がいのある社員34名の平均年齢は36.7歳
●障がいのある社員34名の男女比率は男女同率

平均年齢・男女比率

New

採用実績

●就労移行支援事業所 23名
●特別支援学校 5名
●障害者職業訓練校等 1名

●大学新卒採用（第二新卒含む） 5名

●1年以上就労継続率 100％！

6
2026年4月入社 6名内定！

現在在籍する社員のデータ

企業理念

障がいの有無に関わらず、全ての人がその能力（Ability）を
仕事（Works）で発揮し、いきいきと誇りを持って働き

 お互いを尊重する社会の実現を目指します

各種認定

●障害者雇用優良中小事業主
「もにす認定」2022年度

●健康経営優良法人
（2025中小規模法人部門）

●「障害者雇用相談援助事業」
実施事業者認定 7
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当社のMission

【Mission１】当社グループ社員のWellｰbeingをリード

●「グループの障がい者雇用の目指す姿」の実現に向けたグループ会社の

障がい者採用・雇用をリード＆サポート

● リワーク事業によりグループ人財の「こころの健康回復」をサポート

【Mission２】地域社会のWellｰbeingをサポート

●「障害者雇用相談援助助成事業」の認定事業者として地域の共生社会実現

をサポート

● 大学等、教育機関と連携し障がい学生の就労支援をサポート

8

9

グループ・地域社会のWellｰbeing

グループ障がい者雇用推進事業

・障がい者新規採用・雇用支援

・障がい者雇用に関する理解促進研修、関連情報の発信

・「グループ障がい者雇用連絡会」の開催、マネジメント研修

・行政、大学、企業、支援機関向け

見学会、セミナー登壇

・障がいのある学生向けｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

・障害者雇用相談援助助成金の認定事

業者として地域企業を支援
(東京労働局1号認定事業者）

・グループの人事、健康管理部門と

連携し、グループ人財の「こころの

健康回復」支援

・再休職による人的資本の損失抑止に

貢献することを目指す

地域社会の障がい者雇用支援
共生の支援事業

リワーク事業

5



10

２．障がいのある学生向けインターンシップ

民間企業の障がい者雇用状況

11

参考：厚生労働省「令和7年度 民間企業の障害者雇用状況の集計結果」

民間企業障がい者雇用者数 実雇用率 雇用率達成企業の割合

約70.5万人

障がい種別の雇用割合

22年連続過去最高更新

2.41％ 46.0％
現在の法定雇用率2.5% 未達成企業数65,033社

身体 約37.4万人 (前年比1.3％増)

知的 約16.2万人 (前年比2.8％増)

精神 約16.9万人 (前年比11.8％増)

精神障がい者の伸び率が高い

今後の法定雇用率

現在 2.5％
2026年7月 2.7％

今後も法定雇用率の引上げが見込まれる

2028年 ? ％

障がい者雇用を積極的に取組む企業の増加
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インターンシップ取組準備

12

＜障がいのある学生の困りごと＞
●｢就労｣「職業」理解の不足

・アルバイト未経験
・インターンシップ参加に踏み出せない

●就労選択のための「知る」機会の不足
・オープン／クローズ就労
・手帳の取得
・一般雇用と障がい者雇用の違い
・障がい者雇用で働く人の実例

①大学との情報交換

＜学内支援の困りごと＞
●学生が企業を知る機会の不足

・インターンシップ参加は学生にとって
ハードルが高い

●就労における合理的配慮の検討が難しい
・業務体験を通じて検討したい
・合理的配慮例を知る機会があると良い

●企業視点のアセスメントの必要性
企業×大学双方のアセスメントを活用

「体験型インターンシップ」
「みる」「知る」「体験」

インターンシップ取組準備

13

②実施に向けた大学との協議

開催目的
学生 ：就労選択のための「みる」「知る」「体験」機会
支援担当：企業視点のアセスメントを今後のサポートに活用
当社 ：学生の障がい者雇用における就労の理解、就労選択に活用

交流会に参加する社員が自身の成長を振返る機会

インターンシップ期間、対象、定員
・学生が参加しやすい長期休み期間中、1日または半日
・大学・短大1～3年生、6名（参加学生は大学側が選定）

当社×大学の連携
・大学から当社に参加学生のアセスメント情報を共有（参加前）
・当社から大学に企業視点のアセスメント情報を共有（参加後）
・大学から当社に参加学生の感想、気づきを共有 （参加後）

7



インターンシップのプログラム(大妻女子大学様)

14

①オリエンテーション

②会社概要説明・執務フロア見学

③業務体験（データ入力）

④先輩社員との交流 (新卒・第二新卒入社社員)
・障害者手帳の取得、学生時代の就活、現在の就労状況等

⑤求人のご紹介

⑥質疑応答

⑦振返り、まとめ

学生からの質問例
「合理的配慮としてどんな配慮を受けている？」
「この会社に入社を決めた決め手は？」
「オフィスカジュアルってどんな服装？」

会社が指示した業務を遂行

・労働者個人の判断で勤務時間や業務内容の変更はできない
・事業展開の状況に伴い、業務内容に変化が生じることも多い

業務遂行

雇用契約を結んだ労働者

※障がい者雇用枠であっても福祉的就労ではありません

働き手の立場

15

投影のみプログラム内容：企業就労とは

8
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プログラム内容：合理的配慮例

要望１：
同僚の○○さんと相性が悪いので配置転換してほしい

要望２：
その業務は障がい特性上苦手（得意ではない）なので免除してほしい

要望３：
口頭指示の理解が苦手なので、業務指示や説明は全てメールや文書でお願いしたい

苦手な同僚とのコミュニケーション方法を一緒に考えます／教えます

練習機会を設けます。どのような方法、手順であれば対応しやすいか
一緒に検討、確認します

メモを取る時間や、書いた内容を一緒に確認する時間を取ります。
メモを取ることは自己対処として行ってください

投影のみ

17

プログラム内容：業務体験

定型フォーム入力

■内容
・顧客リストにある情報（契約番号）を入力用フォームに入力
・入力完了後に正確性が「正答率」形式で表記される

■アセスメント内容
・正確性やスピードを意識しながら遂行できるか
・セルフチェックの習慣を持っているか
・必要に応じて小休止を取りながら同じ業務を続けられるか

投影のみ

9
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Q１ :自己紹介（担当業務・学生時代の就職活動状況）

Q２ :仕事をする上で大切にしていること、意識していること

Q３ :苦手なこと、それに対する自己対処法、
会社にお願いしている合理的配慮事項

Q４ :障がい者雇用求人への応募を決めた理由、
障がい者雇用と一般雇用での迷いについて

Q５：先輩社員から学生へメッセージ

プログラム内容：先輩社員との交流会 投影のみ

19

３．まとめ

10



本取組の成果、課題

20

●

成果

課題

●障がいのある学生、学内支援担当者の双方に当社を知ってもらう機会となった
●当社とマッチング度の高い学生の紹介があり、採用に繋がった
●インターンシップ内の先輩社員との交流会に参加した当社社員が自身の成長や

やりがいを実感できる機会になった

●インターンシップ実施の周知方法
⇒ニーズのある学生にリーチできているか

●大学によっては学生のアセスメントが難しいことが想定される
⇒社会資源の活用 例：障害者職業センター

●多様な学生ニーズに対応するためには、様々な業種や職種のインターンシップが必要

参加学生からのご感想 大学担当者からのご感想

●就労選択を検討するための情報が得られた
●就労における合理的配慮が理解できた

●体験を通して学生の就労理解が深まった
●企業のアセスメントを学生へのサポートに

活かしていきたい

21

▼本資料に関するお問合せ窓口▼
ＭＳ＆ＡＤアビリティワークス株式会社
いきいき活躍推進室
担当 : 遠藤・佐々木
EMAIL : aw_info@ms-ad-hd.com
TEL    : 03-3551-0263

～みんな「自分の色」を持っている～
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(約140人に対して)
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職場環境と業務遂行
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「東京ロータリークラブ みんないきいきプロジェクト」

令和7年度 第1回
企業内ジョブコーチ交流セミナー

日 時：2026年1月16日（金）
会 場：大妻女子大学・千代田キャンパスＥ棟 Ｅ４５６
主 催：NPO法人ジョブコーチ・ネットワーク
協 賛：東京ロータリークラブ

全国ジョブコーチ連絡協議会

非売品・禁複製

参加者アンケートのお願い

ＱＲコードからアンケートのご入力お願いします。
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